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両側乳頭弁（二重乳頭弁
側方）移動術

5

幅の広い歯根露出

両隣在歯に切開線を設定する

粘膜弁（パーシャルシックネス）で切開，剝離

両隣在歯より歯肉弁を移動させ縫合

骨膜

歯肉弁側方移動術4

歯根露出

骨膜

歯肉弁を移動させ，縫合

ドライホイルを当て，歯周パック（包帯）

スケーリング・ルートプレーニング，
歯面研磨後，U字型切開線の設定

粘膜弁（パーシャルシックネス）で
切開（カットバック切開），剝離＊

　＊粘膜弁での剝離はメスや骨膜剝離子を用いて丁寧に行う
　　粘膜弁については p.101参照
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歯肉弁根尖側移動術（APF）とフラップ手術の術式の違い6

一次切開 二次切開

剝離

緊密に歯肉弁を縫
合後，歯周パック
（包帯）

治癒後，ポケット
が除去された状態

粘膜骨膜弁で
剝離
（p.101 参照）

炎症肉芽除去
スケーリング・
ルートプレーニング
歯槽骨整形はしない

CEJ

ポケット底部

場合によっては
水平切開

フラップ手術（p.106参照）

一次切開 二次切開

MGJ

AG

骨膜

歯石

ポケット底部

CEJ 骨膜

MGJ

骨膜

MGJ

MGJ

粘膜弁で剝離 炎症肉芽除去
スケーリング・ルートプ
レーニング，歯槽骨整形

歯肉弁を骨膜と縫合
歯周パック（包帯）

治癒後，ポケットが除去さ
れ，付着歯肉（AG）の幅が獲
得できた状態

フラップ手術と
歯肉弁根尖側移動術の目的

フラップ手術 歯肉弁根尖側移動術
ポケットの
除去

付着歯肉幅の獲得
ポケットの除去

歯肉弁根尖側移動術（APF）

MGJ：歯肉歯槽粘膜境
CEJ：セメント‒エナメル境


